
1 AVD設定ができる

2 最高速度を高く設定できる

AVDとは？ 車に例えると、A（加速度）はアクセル、D（減速度）はブレーキのようなものです。

・A 加速度
・V 速度
・D 減速度

エレシリンダーは、加速度(A）、速度(V)、減速度(D)を個別に任意の数字に設定できます。

適切な発進

安定速度

スムーズな停止速度を上げつつ、
動き出しや停止時
の衝撃を抑える
ことができます。
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サイクルタイム短縮！
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最高速度が速い

エレシリンダーは
電気信号によりモーター
が回転することで動作する
ため、素早く動き出します。

（エアシリンダーは電気信号に
より空気の流れが変わり、圧力
差が生じることで動き出します。）

加速度と減速度を調整することで、
最高速度を高く設定できます。

差

AVDを個別に設定できるため、最高速度は高く保ちつつ、動きはじめや停止はなめらかにできます。

エアシリンダー エレシリンダー

ストローク 300mm 300mm

速度 300mm/s程度 800mm/s

加減速度 調整不可 0.3G

搬送質量 1kg以下 1ｋｇ以下

〈測定条件〉

自動化設備の革命

エレシリンダーで01 速度制御

サイクルタイム を 短縮

POINT②

動き出しが早い



最高速度を高く設定できる
3 速度が一定

4 速度をデジタルで設定できる

その秘密は… フィードバック制御！
指令した速度でアクチュエーターが動作しているかを、
1秒間に20,000回チェックしています。
そのため、速度が変化することはありません。

➤スピコンで速度を設定して動作開始

① ピストンパッキンが摩耗する

② 速度が遅くなる

③ スピコンを開き流量を多くする

エンコーダーで
位置・速度・加速度・減速度 を検出

エアシリンダーの場合

パッキンが摩耗するたび作業が必要です

スピコンのツマミを回し、エアの流量を調整します。
アナログ調整のため、感覚や経験が必要です。

数字を直接入力するデジタル設定です。

エアシリンダーの場合

エレシリンダーの場合

デジタルスピコン

キーで数字を
選ぶだけです！

前進と後退の速度は1～10段階の数字を選ぶだけで、
速度を変えることができます。

エレシリンダーは、10年以上同じ速度で動きます。

感覚設定

デジタル設定 スピコン調整

※

※①→②→③→①へ戻る


